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ここは、とある町にある一風変わった診療所。悩みを抱えた
ユーザインタフェースたちがやってきます。Dr.ナカムラと
一緒に病気を治してあげましょう。さて、今日の患者さん
たちはどのような悩みを抱えているのでしょうか・・・

Dr. NDr. N「さて、次の方どうぞ～」
患者 A患者 A「こんにちは。わたしはとあるビルの従業員用エレ
ベータの運行情報です。正確に情報を掲示しているのに、
従業員の方が間違って乗ってしまうので困っています」
Dr. NDr. N「診せてもらえますか？」
患者 A患者 A「はい、どうぞ（図 1）」

Dr. NDr. N「なるほど、これだけ変わると混乱しそうですね。
さて、わざわざ黄色でハイライトしているところ、ここだけ
パターンが大きく異なるので目立たせたいのはわかるんで
すが、一日のうちわずか 45 分間だけなので、必要以上に目
を引きすぎるのも考えものです。もう少し実際の時間幅を
意識できるものにしたほうが良いですよ。まぁ、そもそも
23：00 ～ 7：30、7：30 ～ 9：00 と 9：45 ～ 23：00、9：00
～ 9：45、休業日の 4 種類に分類できるので、時系列じゃ
ない方が良いかもしれません」
患者 A患者 A「わかりました、治してもらいます」
Dr. N Dr. N 「もうひとつ。『～』や『・』、『通過』などの表記がごっちゃ
になっていて、わかりにくいのも問題ですね。たとえば全
ての階を示して、止まる階以外は灰色にする手もあるかも
しれません。あと、右端の『AUTO』ですが、全部 AUTO
なのだとしたら、わざわざ表にして示す必要がありません。
カラムごと消してしまうか、もし『AUTO』が重要なので

Dr. NDr. N「次の方どうぞー」
患者 C患者 C「こんにちは、私は とある道の案内板です。ずっと
前に右折禁止になったのに、いまだに右折してくるひとが
多くて困っています」
Dr. NDr. N「それは困りますね、診せてもらえますか？」
患者 C患者 C「こちらになります（図 3）」

Dr. NDr. N「確かに、『右折禁止』と書かれてはいますが、これ、
見方によっては『禁止になるのは次の四月一日からなので、
今はまだ OK』とも読めますね。あれ？ さきほど『ずっと

あれば、掲示のどこかに『本エレベータは AUTO モードで
運転しています』とでも書いておけば良いでしょう」
患者 A患者 A「ありがとうございました」

Dr. NDr. N「さて、次の方どうぞ～」
患者 B患者 B「こんにちは。わたしはとあるアルバイトの希望シ
フト登録システムなのですが、日付の登録ミスが非常に多
く、トラブルも発生しており困っています」
Dr. NDr. N「診せてもらえますか？」
患者 B患者 B「はい、どうぞ（図 2）」

Dr. NDr. N「おぉ、今どきはスマホのアプリでシフトを申請する
ことができるんですね。一見するとよくできてるように見え
るのですが、どんな問題があるんでしょうか？」
患者 B患者 B「時間のミスはほとんど無いのですが、日付のミス
が多発しているんです。特に、申請後に『その曜日は予定
があって…』と後から言ってくるバイトさんが結構いるん
です。もう大人なんだから、ちゃんと日付を確認して入れ
てほしいものです」
Dr. NDr. N「あ、わかりました。これ、一番上の日付のところに
曜日の情報が表示されていないんですよ。その結果、曜日
を勘違いしてしまうのだと思います。日付の場所に曜日を
出すだけなら簡単ですので、是非やってもらってください」
患者 B患者 B「ありがとうございます。治してもらいます」

前に右折禁止になった』と言いました？」
患者 C患者 C「あたりまえでしょう。ここ（図 4）をよく見てくだ
さい！」

Dr. NDr. N「今は令和でしょ！！」

今回の症例はいかがでしたか？読者の皆さんも、なぜこの
ような問題が発生したのか、どうすれば改善できるのかを
考えてみてください。なお、よりよい改善方法を思いつい
た方や、Dr. ナカムラに診てもらいたい患者をご存じの方
は、https://up.badui.org/にご一報ください。

図2　この日は何曜日？

図3　四月一日より右折禁止 !

図 1　〇〇階に行きたいんだけど、止まるのかな？

図4　平成二十二年四月一日より

Dr. トモクフのUI トリビア
ニュースなどで見たことがあるかもしれない「うるう秒」、IT
システムに与える影響が大きいということで、2035 年迄
に廃止されることが決まっている（正確には、2035年以降
100年間は実施されない）。確かにこんなのバグの温床にしか
ならんわな。
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